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り
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。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

毎月「へるすぴあ」で行われている、なかよしくらぶでの写
真です。おやつの時間になり、みんなおいしそうに食べて
いました。

平成28年10月20日発行

発行／福島県天栄村議会　編集／議会広報常任委員会  〒962-0592 福島県岩瀬郡天栄村大字下松本字原畑78　☎（0248）82-2101
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傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

●平成28年9月定例会……………… P2～P5
●4議員が一般質問…………………… P6～P9
●清酒で乾杯………………………………………P10
●議会の動き………………………………………P11
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http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会
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天栄村議会 9月 定例会 村の財政健全化の状況と平成27年度決算認定
　平成28年9月定例会では、村長から財政健全化比率について報告があり、平成27年度決算や条例改廃
等36件の議案（追加1件を含む）が提出され全件認定・可決されました。
　また、1件の陳情を審議、採択とし、議員発議案1件が可決されました。
　今定例会では、4名の議員が一般質問を行い（P6～P9に掲載）、村の入札指名の状況や農業施策の内容
などについて問いました。

　また、特別会計(13会計:歳出総額19億9,335万3,060円）及び水道企業会計（歳出総額2億8,706万7,524
円）など15会計全ての会計決算議案は、原案のとおり全会一致で認定されました。

　決算議案は、天栄村監査委員2名により実施される決算審査の意見を付して議会へ提出することとされてい
ます。平成27年度の監査委員の主な意見は次のとおりです。

　一般会計及び各事業会計ともに資金不足はなく、
実質公債費率も8.9％で、基準(15.3%)を下回ってい
ることから、天栄村の財政は健全な状況である旨報告
があり承認されました。 

【Q】入湯税の未納状況について伺いたい
【A】旅館の廃業者などを始めとする入湯税の滞納が約250万円あり、納付交渉を続けている。
【Q】入湯税は消費税同様、預かり金ではないのか？であれば未納となることは不自然ではないか？
【A】議員のご指摘の通りであり、計画的かつ積極的に未納解消に努めて行きたい。

平成27年度決算から見る村政の全貌は？

村歳出66億円の主な使い道

議会での質疑（抜粋）

監査委員の審査意見

地方公共団体の財政の健全化は

財政力の判断にかかる比率はいずれも基準の範囲内であり、財政は健全な状態にあると認めら
れる。引き続き健全状態を維持されたい。

財政構造

税全体の収納率・収納額共に向上したが、収入未済額は1億1,801万円と依然多額である。更な
る徴収率の向上に努められたい。

村　　税

地方創生の推進の中、効果浸透は未だ遠く、村行財政運営はますます厳しさを増すと思料される。
限られた財源を有効活用し、予算執行については財務規則の順守と適正な執行を。

財政執行

各種事業の執行は、全体的に良好。今後も従来に増して歳入歳出両面にわたって財政運営に工夫
を凝らし、各種事業の推進になお一層努め、水道会計は、独立採算の原則にのっとり、健全財政に
向けて繰入金の減に努めていただきたい。

特別会計

少子高齢化により、80歳以上の高齢者は670名を越え、村高齢化率は30.1%に達している。生き
がい対策や独居老人の見守りなど、健やかな老後生活を確保する施策を進めて行く必要がある。
地方にあってはアベノミクス効果も薄く、ＴＰＰ実施に係る先行きが懸念されるなど、経済状況の
見通しは余談を許さない状況にある。住民生活の安定には所得の向上が不可欠であり、また、農
業や商工観光業振興のためには、後継者の育成が重要である。

村 施 策

総　務

総額11億4,583万円

福　祉 農林水産業

教　育 衛　生 土　木

一般会計
歳入総額68億6,158万151円（前年度比2億4,851万2,010円減）
歳出総額66億912万760円（1億3,125万4,238円減）
歳入歳出差引額は2億5,245万9,391円の黒字決算となりました。

［会期］
9月6日～12日
まで7日間

入湯税の未納税徴収は （Q.６番揚妻議員…A.内山税務課長）

【Q】中学校費中電気料の支出について、小学校４校分よりも高額となっているがなぜか。
【A】天栄中学校は冷暖房ともにオール電化のため全て電気に依存していることから、月に50万円ほどかかっ

ている。
【Q】少々多すぎではないか？暖房方法や、機器の使用方法など工夫を凝らし、節電に努力をお願いしたい。
【A】日々節約に配意しているが、 今後更に努めていきたい。

天栄中学校電気料 高額な理由は （Q.４番服部議員…A.櫻井学校教育課長）

【Q】特別会計決算で、多額（約1億500万円）の残が発生しているが、なぜか。
【A】年度末において、多くの支払いが発生することを見込み、基金から繰り入れを行ったが不用となったため。
【Q】これの残高は、今後どうするのか、また基金の額はどれくらいが適切と考えているか。
【A】平成28年度の事業費に充当するとともに一部は基金に繰り戻したい。また、基金の基準では約1億3千万

円とされているが、平成30年の県国保事業への移行も視野に入れながら考慮していきたい。

国民健康保険特別会計での多額残高発生理由は （Q.５番小山議員…A.森住民福祉課長）

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

H22年度

起債残高合計 実質公債費比率村債残高一覧億

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

10.7%
9.8% 9.8% 9.6% 9.7%

8.9%

70億
5566万

円

69億
3401万

円

67億
8395万

円

67億
0328万

円

65億
6700万

円

64億
1400万

円

●公共施設
▶湯本防災センター整備工事・外構
工事、支所解体工事

　1億9,738万円
▶役場周辺防災機能強化や庁舎非常
用電源整備工事

　1億2,813万円

総額6億6,730万円
●社会福祉
▶高齢者福祉施策や障害者福祉施策
　1億4,839万円
●児童福祉
▶児童手当や保育所施設費
　1億2,921万円

総額5億8,668万円
●農業
▶中山間地域等直接支払交付金など
を含む農業振興

　1億3,041万円
▶ため池詳細モニタリング調査業務
委託

　2,548万円

総額4億994万円
●教育総務費
▶小中学校施設・教員住宅修繕費
　1,281万円
●天栄幼稚園舎屋根改修工事請負費
　2,214万円

総額26億5,080万円
●保健衛生としての放射能対策
▶地区除染事業委託
　18億7,478万円
▶仮置場設置工事
　3億5,534万円

総額4億146万円
●道路維持整備
▶道路維持管理
　9,767万円
▶除雪車、歩道用除雪機購入
　2,012万円
▶道路新設改良
　1億7,949万円
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円

67億
8395万

円

67億
0328万

円

65億
6700万

円

64億
1400万

円

●公共施設
▶湯本防災センター整備工事・外構
工事、支所解体工事

　1億9,738万円
▶役場周辺防災機能強化や庁舎非常
用電源整備工事

　1億2,813万円

総額6億6,730万円
●社会福祉
▶高齢者福祉施策や障害者福祉施策
　1億4,839万円
●児童福祉
▶児童手当や保育所施設費
　1億2,921万円

総額5億8,668万円
●農業
▶中山間地域等直接支払交付金など
を含む農業振興

　1億3,041万円
▶ため池詳細モニタリング調査業務
委託

　2,548万円

総額4億994万円
●教育総務費
▶小中学校施設・教員住宅修繕費
　1,281万円
●天栄幼稚園舎屋根改修工事請負費
　2,214万円

総額26億5,080万円
●保健衛生としての放射能対策
▶地区除染事業委託
　18億7,478万円
▶仮置場設置工事
　3億5,534万円

総額4億146万円
●道路維持整備
▶道路維持管理
　9,767万円
▶除雪車、歩道用除雪機購入
　2,012万円
▶道路新設改良
　1億7,949万円
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　地方自治体の安定的な行政運営と公共サービスの質を確保するためには安定的な地方財源の確保が重要と
なっていることから、地方交付税等の財源について、地方自治体の実態に見合った内容となることが重要である。
　地方財政の確立をめざすため、人的サービスとしての社会保障予算の充実や、小規模自治体に配慮した財政
措置が不可欠であることから、国に対し、平成２９年度の政府予算、地方財政の検討にあたっては、地方の実情を
十分に把握した中での歳入・歳出の見積もりが、的確になされるよう意見書を提出。

人事案件

補正予算

陳情の採択

教育委員会委員 小針克彦氏の選任に同意 任期は４年

改選により５名（大須賀豊房氏・本間正一氏・太田勘治氏・森孝俊氏・芳賀
孝夫氏）の選任に同意  任期は４年                        

牧本財産区管理会委員

改選により５名（星恒美氏・星正宏氏・小山幸衛氏・星潔氏・相原一雄氏）の
選任に同意  任期は４年

湯本財産区管理会委員

天栄村税条例など、税に係る４条例の改正

条例の改正

陳　情
採　択

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情

国への意見書提出を決定

補正予算（増額）の主なもの

第３回 臨時会 7月26日開催

可 決◆天栄村立幼稚園設置条例の改正
　湯本小学校に湯本幼稚園を新たに設置するもの

　地方税法の改正により、軽自動車税環境性能割が創設されたため、軽自動車税種別割へ一部名称の変
更。また、特定一般用医薬品等購入費に係る医療費控除の特例、村民税の修正申告に伴う増額更正の際
の延滞金の計算方法の見直しなどの改正を行いました。

天栄村税条例等の一部を改正  

　特別措置の期限を平成29年まで延長しました。

天栄村税特別措置条例の一部を改正

　特例措置の期限を平成29年まで延長しました。

天栄村復興産業集積区域における村税の特例に関する条例の一部を改正

　村長と副村長の給与10%を1ヶ月間減額するもの → 賛成６：反対３で可決

村長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正

　地方税法等の改正に伴ない、村民税分離課税となっていた特例適用利子等の額を、国民健康保険税の
算定に用いる総所得額に含める旨改正しました。

天栄村国民健康保険税条例の一部を改正

天栄村議会 9月 定例会 ［会期］
9月6日～12日
まで7日間

　一般会計総額2億5万9千円の増、特別会計(13会計）総額１億5,068万8千円の増、企業会計670
万8千円の減などを可決

老人福祉センター改修 ●空調設備などの改修のため　737万7千円

教員住宅修繕 ●湯本小教員住宅の補修修繕のため　613万5千円

基金への積み立て ●財政調整基金へ　6,000万円
●がんばれ天栄応援基金へ　1,716万7千円を積立

道の駅「季の里天栄」
周辺整備測量

●道の駅拡充のための周辺土地の調査のため
　3,096万3千円

湯本スキー場
リフト改修 ●湯本スキー場リフトの補修整備のため　637万2千円

全て全会一致にて原案どおり可決しました。

追加議案

人事案件・補正予算・条例の改正・陳情・その他

湯本小教員住宅スキー場
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国への意見書提出を決定

補正予算（増額）の主なもの

第３回 臨時会 7月26日開催

可 決◆天栄村立幼稚園設置条例の改正
　湯本小学校に湯本幼稚園を新たに設置するもの
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教員住宅修繕 ●湯本小教員住宅の補修修繕のため　613万5千円
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
は
、各
地
区
の
農
地
保
全

や
農
道
・
水
路
等
環
境
整
備
の
維

持
が
図
ら
れ
、農
家
に
と
っ
て
も
営

農
上
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、ご
承
知
の
と
こ
ろ
と
存
じ
ま

す
。

　
さ
て
、多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
が
今
年
度
で
終
了
す
る
予

定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、次
年
度

も
同
様
な
補
助
事
業
が
あ
る
の
か
、

事
業
内
容
が
従
来
ど
お
り
な
の
か

お
聞
き
し
た
い
。         

　
お
尋
ね
の「
多
面
的
機
能
維
持
支

払
交
付
金
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
、農

業・農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

維
持・発
揮
を
図
る
た
め
、地
域
に
お

け
る
共
同
活
動
等
を
支
援
す
る
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た「
農
地・

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
」の

後
継
事
業
と
し
て
、平
成
26
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
は
、「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
」及
び「
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
」と
あ
わ

せ
て
、「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く「
日
本
型
直
接
支
払
制

度
」の一つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、法
定

の
制
度
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、安
定

的
な
制
度
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
」に
つ
き
ま
し
て

は
、今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
は
な

く
、次
年
度
以
降
も
、現
行
の
事
業

内
容
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、各
団
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

事
務
・
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て                                                                       

具
体
的
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際

に
相
談
に
の
る
等
各
団
体
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、少
子
化
対
策
と
し
て

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、学
費
に
金

が
か
か
る
事
と
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

し
た
と
き
の
医
療
費
の
心
配
、育
児

の
た
め
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い
と
の

不
安
か
ら
、子
供
が
欲
し
く
て
も
あ

き
ら
め
て
い
る
な
ど
、子
供
を
産
み

育
て
る
た
め
将
来
的
に
不
安
に
思
っ

て
い
る
と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　
村
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
対
策

を
い
か
に
考
え
進
め
て
い
く
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。　       

　
二
番
目
の「
村
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
」で
あ
り
ま
す
が
、村
で
は
妊

娠
か
ら
乳
幼
児・小
中
学
生
、高
校

生
に
わ
た
り
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、妊
婦・乳
幼
児
健
診
の
無

料
化
、出
産
育
児
手
当
金
の
支
給
及

び
第
二
子
か
ら
の
子
宝
祝
い
金
の
支

給
、そ
し
て
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
所
の
保
育
料
も
近
隣

市
町
村
に
比
べ
、低
い
設
定
と
し
て

お
り
、幼
稚
園
の
授
業
料
、及
び
小

学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子

供
教
室
も
利
用
料
を
無
料
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
も
現
在
の

と
こ
ろ
、待
機
者
が
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、様
々
な
助

成
制
度
や
子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、お
子
さ
ん
を
産
み

育
て
る
こ
と
に
、不
安
で
あ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
ご
指
摘
を
受
け
、

こ
れ
ら
の
支
援
の
周
知
が
、行
き
届

い
て
い
な
い
の
か
と
省
み
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
ま
し
て
、村
の
子

育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
、お
子
さ

ん
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
、ま
た
、第
二
子
、第
三
子
と
子
宝

を
増
や
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
健
士
が
家
庭
に
定
期
的

に
伺
っ
て
お
り
、健
診
に
つ
い
て
は
１

歳
児
ま
で
の
健
診
を
３
回
実
施
、妊

婦
健
診
を
15
回
ま
で
無
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

後
藤
　
修 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

9番

北
畠
　
正 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

1番　
原
発
事
故
に
よ
る
農
畜
産
物
の

風
評
被
害
は
、事
故
か
ら
５
年
半
に

も
亘
る
今
日
で
も
そ
の
影
響
は
大
変

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。福
島
産

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
け
で
買
い
控

え
が
多
い
現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、一

刻
も
早
く
風
評
を
払
拭
し
、農
家
の

方
々
が
安
全・安
心
し
て
生
産
出
荷

に
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
望
み
ま
す
。

そ
の
払
拭
に
向
け
た
方
策
を
伺
い
た

い
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、風
評
被

害
の
払
拭
対
策
と
し
て
関
係
機
関

と
連
携
し
、福
島
県
産
品
の
安
全・

安
心
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
参
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、岩
瀬
管
内
市
町
村
長

と
Ｊ
Ａ
が
合
同
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
風
評
被
害
は一部
、根
強

く
残
っ
て
お
り
、風
評
払
拭
に
は
こ

れ
と
い
っ
た
即
効
性
の
あ
る
方
策
は

な
く
、今
後
に
お
い
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、村
農
林
水
産
物

の
安
全・安
心
を
訴
え
、風
評
被
害
の

払
拭
に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
本
村
役
場
庁
舎
は
３
階
作
り
で
あ

り
、２・３
階
に
用
事
の
あ
る
人
達
に

と
っ
て
階
段
の
昇
り
降
り
は
非
常
に

大
変
で
す
。特
に
高
齢
者
や
、身
体

に
障
害
の
あ
る
弱
者
の
方
に
は
、重

労
働
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
方

に
と
っ
て
本
庁
舎
の
二
階・三
階
へ
の

階
段
の
昇
り
降
り
は
大
変
で
あ
る
た

め
、手
摺
り
を
追
加
設
置
し
、高
齢

者
等
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、階
段
の
昇
り
降
り
が
難
し

い
方
へ
は
、担
当
職
員
が一階
へ
お
も

む
き
、事
務
手
続
き
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
役
場
庁
舎
に
、エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
で
き
な
い
も
の
か
」と
の

ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、既
設
の
建

物
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
場

合
、壁
に
穴
を
あ
け
る
な
ど
大
規
模

な
工
事
に
な
り
、建
物
の
構
造
計
算

や
耐
震
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、職
員
が
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
、高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由

な
方
へ
配
慮
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
参
り
た
い
。

村
の
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に
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2
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
は
、各
地
区
の
農
地
保
全

や
農
道
・
水
路
等
環
境
整
備
の
維

持
が
図
ら
れ
、農
家
に
と
っ
て
も
営

農
上
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、ご
承
知
の
と
こ
ろ
と
存
じ
ま

す
。

　
さ
て
、多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
が
今
年
度
で
終
了
す
る
予

定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、次
年
度

も
同
様
な
補
助
事
業
が
あ
る
の
か
、

事
業
内
容
が
従
来
ど
お
り
な
の
か

お
聞
き
し
た
い
。         

　
お
尋
ね
の「
多
面
的
機
能
維
持
支

払
交
付
金
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
、農

業・農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

維
持・発
揮
を
図
る
た
め
、地
域
に
お

け
る
共
同
活
動
等
を
支
援
す
る
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た「
農
地・

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
」の

後
継
事
業
と
し
て
、平
成
26
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
は
、「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
」及
び「
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
」と
あ
わ

せ
て
、「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く「
日
本
型
直
接
支
払
制

度
」の一つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、法
定

の
制
度
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、安
定

的
な
制
度
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
」に
つ
き
ま
し
て

は
、今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
は
な

く
、次
年
度
以
降
も
、現
行
の
事
業

内
容
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、各
団
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

事
務
・
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て                                                                       

具
体
的
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際

に
相
談
に
の
る
等
各
団
体
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、少
子
化
対
策
と
し
て

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、学
費
に
金

が
か
か
る
事
と
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

し
た
と
き
の
医
療
費
の
心
配
、育
児

の
た
め
仕
事
が
続
け
ら
れ
な
い
と
の

不
安
か
ら
、子
供
が
欲
し
く
て
も
あ

き
ら
め
て
い
る
な
ど
、子
供
を
産
み

育
て
る
た
め
将
来
的
に
不
安
に
思
っ

て
い
る
と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　
村
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
対
策

を
い
か
に
考
え
進
め
て
い
く
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。　       

　
二
番
目
の「
村
の
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
」で
あ
り
ま
す
が
、村
で
は
妊

娠
か
ら
乳
幼
児・小
中
学
生
、高
校

生
に
わ
た
り
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、妊
婦・乳
幼
児
健
診
の
無

料
化
、出
産
育
児
手
当
金
の
支
給
及

び
第
二
子
か
ら
の
子
宝
祝
い
金
の
支

給
、そ
し
て
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
所
の
保
育
料
も
近
隣

市
町
村
に
比
べ
、低
い
設
定
と
し
て

お
り
、幼
稚
園
の
授
業
料
、及
び
小

学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子

供
教
室
も
利
用
料
を
無
料
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
も
現
在
の

と
こ
ろ
、待
機
者
が
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。そ
の
他
に
も
、様
々
な
助

成
制
度
や
子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、お
子
さ
ん
を
産
み

育
て
る
こ
と
に
、不
安
で
あ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
ご
指
摘
を
受
け
、

こ
れ
ら
の
支
援
の
周
知
が
、行
き
届

い
て
い
な
い
の
か
と
省
み
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
ま
し
て
、村
の
子

育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
、お
子
さ

ん
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
、ま
た
、第
二
子
、第
三
子
と
子
宝

を
増
や
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
健
士
が
家
庭
に
定
期
的

に
伺
っ
て
お
り
、健
診
に
つ
い
て
は
１

歳
児
ま
で
の
健
診
を
３
回
実
施
、妊

婦
健
診
を
15
回
ま
で
無
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

後
藤
　
修 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

9番

北
畠
　
正 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

1番　
原
発
事
故
に
よ
る
農
畜
産
物
の

風
評
被
害
は
、事
故
か
ら
５
年
半
に

も
亘
る
今
日
で
も
そ
の
影
響
は
大
変

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。福
島
産

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
け
で
買
い
控

え
が
多
い
現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、一

刻
も
早
く
風
評
を
払
拭
し
、農
家
の

方
々
が
安
全・安
心
し
て
生
産
出
荷

に
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
望
み
ま
す
。

そ
の
払
拭
に
向
け
た
方
策
を
伺
い
た

い
。

　
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、風
評
被

害
の
払
拭
対
策
と
し
て
関
係
機
関

と
連
携
し
、福
島
県
産
品
の
安
全・

安
心
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
参
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、岩
瀬
管
内
市
町
村
長

と
Ｊ
Ａ
が
合
同
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
風
評
被
害
は一部
、根
強

く
残
っ
て
お
り
、風
評
払
拭
に
は
こ

れ
と
い
っ
た
即
効
性
の
あ
る
方
策
は

な
く
、今
後
に
お
い
て
も
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、村
農
林
水
産
物

の
安
全・安
心
を
訴
え
、風
評
被
害
の

払
拭
に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
本
村
役
場
庁
舎
は
３
階
作
り
で
あ

り
、２・３
階
に
用
事
の
あ
る
人
達
に

と
っ
て
階
段
の
昇
り
降
り
は
非
常
に

大
変
で
す
。特
に
高
齢
者
や
、身
体

に
障
害
の
あ
る
弱
者
の
方
に
は
、重

労
働
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　
高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
方

に
と
っ
て
本
庁
舎
の
二
階・三
階
へ
の

階
段
の
昇
り
降
り
は
大
変
で
あ
る
た

め
、手
摺
り
を
追
加
設
置
し
、高
齢

者
等
へ
の
配
慮
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、階
段
の
昇
り
降
り
が
難
し

い
方
へ
は
、担
当
職
員
が一階
へ
お
も

む
き
、事
務
手
続
き
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
役
場
庁
舎
に
、エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
設
置
で
き
な
い
も
の
か
」と
の

ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、既
設
の
建

物
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
場

合
、壁
に
穴
を
あ
け
る
な
ど
大
規
模

な
工
事
に
な
り
、建
物
の
構
造
計
算

や
耐
震
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、職
員
が
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
、高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由

な
方
へ
配
慮
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
参
り
た
い
。

村
の
少
子
化

対
策
に
つ
い
て

2

村
の
農
業
振
興

に
つ
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て

1
風
評
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村
で
は
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業・

水
稲
に
対
し
栽
培
研
究
会
と
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
協
議
会
が
活
動
し
て
い
ま

す
が
、活
動
内
容
が
農
家
の
た
め
か
、

組
織
の
た
め
か
、わ
か
ら
な
い
と
の

意
見
が
あ
る
の
で
、確
認
の
た
め
各

組
織
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、ま
た

村
で
購
入
し
た
田
植
機
の
利
用
規

定
は
あ
る
の
か
も
伺
い
ま
す
。

      

　
栽
培
研
究
会
に
つ
い
て
は「
天
栄

米
」の
品
質
向
上
と
生
産
量
の
確
保

の
研
究
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
毎
月
の
定
例
会
で
良

食
味
米
の
生
産
量
確
保
の
た
め
の
調

査
研
究
、イ
ベ
ン
ト
や
消
費
者
と
の

交
流
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
、販
促
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
に
つ
い

て
は「
天
栄
米
」と
他
の
農
産
物
や
加

工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た

め「
天
栄
米
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
」を
母
体
に
今
年
度
組
織
し
た
団

体
で
す
。活
動
内
容
は
、一昨
年
ま
で

は
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
食
味
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
よ
る
意
識
醸
成

や
、Ｐ
Ｒ
事
業
。昨
年
か
ら
は
コ
ン
ク

ー
ル
開
催
に
加
え
、特
に
優
れ
た
農

作
物・加
工
品
の
信
頼
性
の
向
上
や

販
促
を
図
る「
天
栄
ブ
ラ
ン
ド
認
証

制
度
」の
実
施
に
向
け
要
綱
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
田
植
機
の

利
用
に
関
し
て
は
、特
に
規
定
は
作

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
各
組
織
に
対
し
て
村
の
助
成
金
は

出
し
て
い
る
の
か
。

      

　
天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
に
対
し
て
は
、設
立
時
か
ら
年
間

１
５
０
万
円
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
機
の
規
約
に
つ
い
て
詳
し
く
。

      

　
平
成
20
年
に
購
入
し
ま
し
た
。公

益
上
必
要
が
あ
る
場
合
は
無
償
で

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
村
財
産
条
例
に
基
づ
き

栽
培
研
究
会
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
天
栄
米
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用・持
参
し

て
い
る
米
は
何
か
。

      
　
天
栄
米
栽
培
研
究
会
の
米
で
す
。

Ｐ
Ｒ
は
小
袋
詰
め
が
主
流
で
、現
在

は
研
究
会
に
し
か
な
い
の
で
そ
う
な

っ
て
い
る
。

　
今
後
も
栽
培
研
究
会
の
米
だ
け

を
扱
っ
て
い
く
の
か
。特
別
栽
培
米

で
あ
れ
ば
、Ｊ
Ａ
か
ら
買
い
上
げ
る

な
ど
し
て
、一般
の
村
内
農
家
の
米
を

採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

      

　
今
後
は
天
栄
米
の
定
義
を
満
た

し
、体
制
が
整
え
ら
れ
る
農
家
が
あ

れ
ば
、そ
れ
も
含
め
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

　
こ
の
助
成
金
は
平
成
27
年
度
か

ら
29
年
度
の
３
年
間
の
事
業
期
間
で
、

現
在
何
名
の
申
請
が
あ
り
申
請
面

積
は
ど
の
く
ら
い
か
。ま
た
今
後
も

計
画
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

      

　
規
模
拡
大
に
意
欲
の
あ
る
農
家
へ

の
水
田
集
積
と
荒
廃
防
止
や
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
３
年
間
に
限
り

交
付
さ
れ
ま
す
。28
年
８
月
末
時
点

の
申
請
者
数
は
23
名
、面
積
は
20・83

ｈ
ａ
で
す
。ま
た
30
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ま
で
の
実
績
や
米
政

策
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番

円
谷
　
要 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

2番　
指
名
願
い
に
つ
い
て
、村
は
ど
の
よ

う
な
基
準
で
受
理
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
公
共
事
業
の
受
注
に
つ
い
て
、

村
内
外
の
事
業
者
名
と
受
注
率
、工

事
の
請
負
金
額
に
つ
い
て
、過
去
５
年

分
を一覧
表
に
し
て
提
出
願
い
た
い
。

　「
指
名
願
い
の
受
理
基
準
」に
つ
き

ま
し
て
は
、隔
年
で
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
入
札
参
加
資
格
審
査
の

情
報
を
提
供
し
、建
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入
役
務
の
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、関

係
の
入
札
参
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格
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査
申
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を
受
付
け
、入
札
に
係
る
契
約
を
締

結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
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で
な
い

か
、県
税・村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

か
等
、入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要

な
資
格
等
が
あ
る
か
ど
う
か
を
審

査
し
、登
録
事
業
者
を
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
９
月
３
日
に
郡
山
の
ホ
テ
ル
に
て
、

村
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

催
さ
れ
た
が
、内
容
を
具
体
的
に
伺

い
た
い
。

　
村
内
の
独
身
男
性
に
出
逢
い
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、「
フ
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ー
ツ
＆
ス
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ツ
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
開
催
し
、20

代
前
半
か
ら
40
代
前
半
の
男
性
12

人
、県
内
外
の
女
性
15
人
の
参
加
が

あ
り
、男
性
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は
、女
性
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
講
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も
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し
ま
し
た
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も
独
身
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性
に
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し
、イ
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の
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的
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を
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と
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、

様
々
な
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代

の
方
が
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で
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な
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逢
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の
場
を
提
供
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と
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お
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す
。
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木
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場
産
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が
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を
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に
と
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５
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の
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を
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・

小
・
中
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無
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化
等
に
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る

さ
と
納
税
に
対
し
て
今
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ど
の
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う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
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、
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の
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は
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。
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の
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２
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６
４
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７
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介
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を
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。
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の
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を
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が
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を
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せ

る
よ
う
対
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ま
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ま
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。加
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て
イ
ン
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ネ
ッ
ト
サ
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ト
か
ら

の
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付
が
九
割
を
超
え
て
状
況
で
す

が
、さ
ら
な
る
内
容
充
実
を
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、
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付
金
の
増
加
に
つ
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げ
て
参
り
ま
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村
で
は
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業・

水
稲
に
対
し
栽
培
研
究
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と
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
協
議
会
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活
動
し
て
い
ま

す
が
、活
動
内
容
が
農
家
の
た
め
か
、

組
織
の
た
め
か
、わ
か
ら
な
い
と
の

意
見
が
あ
る
の
で
、確
認
の
た
め
各

組
織
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、ま
た

村
で
購
入
し
た
田
植
機
の
利
用
規

定
は
あ
る
の
か
も
伺
い
ま
す
。

      

　
栽
培
研
究
会
に
つ
い
て
は「
天
栄

米
」の
品
質
向
上
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生
産
量
の
確
保

の
研
究
を
目
的
に
設
立
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ま
し
た
。
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内
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定
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食
味
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産
量
確
保
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め
の
調

査
研
究
、イ
ベ
ン
ト
や
消
費
者
と
の

交
流
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
、販
促
な
ど
で

あ
り
ま
す
。
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ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
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つ
い

て
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天
栄
米
」と
他
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農
産
物
や
加

工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た

め「
天
栄
米
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
」を
母
体
に
今
年
度
組
織
し
た
団

体
で
す
。活
動
内
容
は
、一昨
年
ま
で

は
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
食
味
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
よ
る
意
識
醸
成

や
、Ｐ
Ｒ
事
業
。昨
年
か
ら
は
コ
ン
ク

ー
ル
開
催
に
加
え
、特
に
優
れ
た
農

作
物・加
工
品
の
信
頼
性
の
向
上
や

販
促
を
図
る「
天
栄
ブ
ラ
ン
ド
認
証

制
度
」の
実
施
に
向
け
要
綱
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
田
植
機
の

利
用
に
関
し
て
は
、特
に
規
定
は
作

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
各
組
織
に
対
し
て
村
の
助
成
金
は

出
し
て
い
る
の
か
。

      

　
天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
に
対
し
て
は
、設
立
時
か
ら
年
間

１
５
０
万
円
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
機
の
規
約
に
つ
い
て
詳
し
く
。

      

　
平
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に
購
入
し
ま
し
た
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上
必
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が
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る
場
合
は
無
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し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
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さ
れ
て
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る
村
財
産
条
例
に
基
づ
き

栽
培
研
究
会
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
天
栄
米
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用・持
参
し

て
い
る
米
は
何
か
。

      

　
天
栄
米
栽
培
研
究
会
の
米
で
す
。

Ｐ
Ｒ
は
小
袋
詰
め
が
主
流
で
、現
在

は
研
究
会
に
し
か
な
い
の
で
そ
う
な

っ
て
い
る
。

　
今
後
も
栽
培
研
究
会
の
米
だ
け

を
扱
っ
て
い
く
の
か
。特
別
栽
培
米

で
あ
れ
ば
、Ｊ
Ａ
か
ら
買
い
上
げ
る

な
ど
し
て
、一般
の
村
内
農
家
の
米
を

採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

      

　
今
後
は
天
栄
米
の
定
義
を
満
た

し
、体
制
が
整
え
ら
れ
る
農
家
が
あ

れ
ば
、そ
れ
も
含
め
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

　
こ
の
助
成
金
は
平
成
27
年
度
か

ら
29
年
度
の
３
年
間
の
事
業
期
間
で
、

現
在
何
名
の
申
請
が
あ
り
申
請
面

積
は
ど
の
く
ら
い
か
。ま
た
今
後
も

計
画
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

      

　
規
模
拡
大
に
意
欲
の
あ
る
農
家
へ

の
水
田
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積
と
荒
廃
防
止
や
経
営

の
安
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を
図
る
た
め
３
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間
に
限
り
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付
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ま
す
。28
年
８
月
末
時
点

の
申
請
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は
23
名
、面
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は
20・83

ｈ
ａ
で
す
。ま
た
30
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ま
で
の
実
績
や
米
政

策
な
ど
総
合
的
に
勘
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し
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

熊
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。
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が
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ご存じですか？

　「清酒の日」全国一斉のイベントとして天栄村でも開催され
たものですが、平成２５年１２月天栄村定例議会で、議員発議
案により「天栄村清酒で乾杯を促進する条例」が制定れたこ
とにちなみ、「天栄村清酒で乾杯実行委員会」の実行委員長
には天栄村議会の廣瀬和吉議長が就任しました。

道路改良など共通の目的を達成するため、近隣市町村が共同して同じ行動をとることを約束した組織をい
います。天栄村では道路関係で、
●国道１１８号道路改良促進期成同盟会 ●国道２９４号建設期成同盟会
●国道１１８号県道中野須賀川線整備促進期成同盟会 ●県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会
●会津若松天栄間道路整備促進期成同盟会
の五つの期成同盟会を組織して安心安全に通行できる生活道路の確保のため活動（国や県への要望活動
や研修・情報収集活動など）をしています。

　天栄村は水と緑が豊かな山村で、古くから
米作りが盛んでした。村内にはおいしいお米
と清らかな水を原料に２つの清酒醸造元があ
ります。
  この、伝統と文化を後世に引き継ぐことを
掲げ、議員の発議案により条例の制定となっ
たものです。

　日本酒で乾杯条例は、日本酒造組合中央会などが推進している「最初の乾杯を日本酒で行おう！」という
条例のことです。2013年1月に酒処京都府にて「京都市清酒の普及の促進に関する条例」が施行され、全
国各地の自治体に広まっています。

【目的】
第一条　この条例（以下「乾杯条例」という。）は、本村の伝統産業である清酒による乾杯の習慣を広めることに

より、清酒の普及を通した日本文化への理解の促進に寄与することを目的とする。
【本村の役割】
第二条　本村は、清酒の普及の促進に必要な措置を講じるよう努めるものとする。
【事業者の役割】
第三条　清酒の生産を行う者は、清酒の普及を促進するために主体的に取り組むとともに、本村及び他の事業

者と相互に協力するよう努めるものとする。
【村民の協力】
第四条　村民は、本村及び事業者が行う清酒の普及の促進に関する取り組みに協力するよう努めるものとする。

清酒で
乾杯!!

10月1日午後６時 天栄村体育館に

「カンパーイ！」の声が高らかに
響きました。

「清酒で乾杯条例」って？

期成同盟会って何？

■天栄村清酒で乾杯を促進する条例 （平成25年12月16日条例第29号）

乾杯は先ず「清酒で！！」

県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会総会
会津若松天栄間道路整備促進期成同盟会総会及び
要望活動を行いました

活動村議会 議員の

▶県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会総会

生活と観光を支える
真名子峠の整備促進を！
　県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会（会長 天栄村
長）は、天栄村・西郷村・白河市で構成されています。平成28
年度の総会は、7月22日羽鳥湖高原交流促進センターを会
場に行われ、村議会からは、廣瀬和吉議長並びに揚妻一男産
業建設常任委員長が出席しました。
　総会の中では、真名子峠の改良整備の促進や羽鳥湖周辺
の早期整備の推進を事業計画に定め、要望活動や環境美化
活動により、引き続き整備促進に尽力していくこととしました。

▶会津若松天栄間道路整備促進期成同盟会総会及び要望活動

若松と天栄間道路の
利便性向上を！
　会津若松天栄間道路整備促進期成同盟会総会（8月
19日・若松ワシントンホテル）には、議長並びに産業建設
常任委員会委員全員が出席、28年度予算や事業計画に
ついて審議しました。
　また、11月2日には、福島空港を起点として羽鳥湖高
原から東山温泉を結ぶ観光ルートとして重要な、本路線
の早期整備促進のため福島県庁を訪問、県知事を始め
県土木部、県議会への要望活動が予定されています。

体育館に響く乾杯の声

和やかに酌み交わす一幕

総会の様子

整備促進のために審議中
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ご存じですか？
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村
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間
道
路
整
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促
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同
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会
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議
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長・事
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会
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会
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会
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第
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畔
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日
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会
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会
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日
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議
会
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議
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役
員
会
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3
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方
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会
議
員

大
会

7
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議
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4
回
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時
会
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会
広
報
常
任
委
員
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11
日
〜
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日

 
◇
議
長
会
研
修
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日
◇
羽
鳥
湖
高
原
ウ
ォ
ー
ク
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〜
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日

 

◇
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
東
北
部
会
定
期
総
会
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〜
20
日

 

◇
議
会
運
営
委
員
会
行
政
調
査

20
日
◇
須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合

10
月
定
例
会

21
日
◇
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

議
会
定
例
会（
予
定
）

23
日
◇
天
栄
村・福
島
県
県
中
地
方
総

合
防
災
訓
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予
定
）

25
〜
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日

 

◇
岩
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地
方
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村
議
会
議
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会
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予
定
）

31
日
◇
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会（
予

定
）

8
月

9
月

10
月

　
九
月
に
入
っ
て
も
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
が
、十
日
を
過
ぎ
て
よ
う
や

く
少
し
涼
し
い
日
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
外
は
見
渡
す
か
ぎ
り
黄
金
色
に
輝

き
、今
年
も
こ
の
ま
ま
ゆ
く
と
豊
作

が
予
想
さ
れ
ま
す
。た
だ
、次
々
と
台

風
が
や
っ
て
き
て
、岩
手
や
北
海
道
な

ど
大
き
な
被
害
を
出
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、こ
の
と
こ
ろ
の
長
雨
は
見

事
に
実
っ
た
稲
の
刈
り
取
り
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、米
の

品
質
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
日
も
、ニュ
ー
ス
は
次
の
台
風
の

発
生
を
伝
え
て
お
り
ま
す
。何
と
か

福
島
県
だ
け
は
避
け
て
通
り
過
ぎ
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

毎月「へるすぴあ」で行われている、なかよしくらぶでの写
真です。おやつの時間になり、みんなおいしそうに食べて
いました。
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